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Molluscan fossils from the “Togawa” Formation at the east
　　　ニ　　　of Gionyama, Miyazaki Prefecture　　　＼
　Masayuki Tashiro, Hitoshi Tanaka, Tsutomu Takahashi and Atsushi SoGABE
Abstract : The Togawa Formation croping　out　the　Northeast　of the　Gionyama　at　the
Gokase area, Miyazaki Prefecture, is consisted ｄ the lower, middle and upper members.
The　lower　member　is　composed　of　red-colored　ｍｕd二stones　and　conglomerates　with
red-colored mudy-matrix. The middle member is characterized by the alternations of COare
grained　sandstones, cong!omerates　and　silty-mudstones. Many　brackish　conditional
molluscus which were conspecific ｗ此h the moUuscus from t柚Ryouseki Formation of the
Monobegawa Group, and abundant fragmental plant fossils occure from this member. The
upper member is composed mainly　of dark gray　si比y-mudstone　inculuding Barremian
type-shallow marine conditional bivalves. The lower and middle members of the Togawa
Formation are undoubtedly correlated with the Ryouseki Formation of the Monobegawa
Group. The upper member is also safely correlated with the Monobe Formation of the
Group.　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/
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１
はじめに
　宮崎県，熊本県と大分県の県境付近には，周辺を阿蘇の溶結凝灰岩に囲まれて，点々と分布し，
その詳細な地質時代が来決定の中生代の堆積層の一群がある。数年来，筆者らは，これらの堆積層
の時代設定と，地質構造学的位置関係について調査を進め，これらのうち，高畠層と笠部層・柴の
元層の貝化石については，古生物学的記載を行い(Tashiro and Tanaka 1992; Tashiro et a1.
1993),さらに笠部・芝の元層については，その推定される構造的位置関係を報告している（田代
ほか1991)。　
■　　　■　　　■　　　■　　
・　　　　・　　■　　・　　　　■　　　　　・　　■■　　　　　■　　・　　■
　今回は，宮崎県鞍岡の東南方に位置する祇園山東側山麓に分布する“戸川層”（寺岡1970）か
ら採集した貝化石を紹介し，その生層序学的意義について考察する。
２ ″戸川層”の化石
　これまでの“戸川層”の分布地域と笠部層分布地域の一部とされている７ヵ所(Locs. 4¬10 :
図１参照）〕から二枚貝を主とした化石層を確認した。産出地点の岩組と産出化石は以下の通りで
54
ある。
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図１：化石産地図(X印化石産地……………1=I･=･数字ﾌﾟ産地番号)◇∧
Loc. 4：灰緑色のシルト質泥岩･で、植物破片を多量=ぱ含jむJ……ﾚ.1ま否;:･j･ん:ど1
･.φ二枚貝化石は離弁じた状態
'ブＳ　?こＺ?ごゴほＺｒFn7771･?-ilブに･(-5iSt-6aトヴl･、Ｚ　　　　　･･　　………:……ニノ………=……:.･゛一一1.11.1　　I　T･･.･..･..　･･　　.･.で，ほば層理面に平行に密集している。
Tｅｔｏｒia　ｓ･面Ｃ厄飢心（じYabe a!id Nagao)･卜一･ドヤ］ﾌｹﾞ=宍卜:･,.‘･……に.･多.産
Cｏｓｔｏｃ＾jｒｅｎａ　ｏtｓｕｆｅａｉｏりｓｏｉｅtａTashiro…･･･ヤ･･･ﾚ･=i.ｽ････
gastropod
gastropod c
Loc. 5：粗粒の砂岩,＞化石は/ほぼ層理面に平行に散点的]に埋没･=しﾏｽいて,ﾉ=｡｡離･弁したもめﾉが多いが，
合弁の標本もある。　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥1士ﾄ＼〉………，……………∧ｹﾞｹヶ＼＼………=:∧/……=¨＼………………万…………Ｉレ犬
　訂凹ｏパｓ(Ｅｎtｏｍｏ几Ｏtiｓ)ｏｃｈｏｔｉｃａ(Teiller)パ;･ぺ･,(j･･卜;･･‘/･＼｡:=ﾄ多産ﾚ…………j……………=………万ｹﾞﾉ‥‥‥‥‥‥　‥‥
Ｌｏｃ．６：　灰緑色一暗緑色の無層理塊状のいレト質泥岩,∧化石は散点的に出･岑。j………ｲﾋ石の並び方で，
層理面が推定出来るノこ＼こでは，二枚貝よ/り‥も巻貝ﾚめ産ﾚ出が多べ]√二枚貝には離弁。……………万　　∧
　Ｈ(りａｍｉｎａﾄｎａｕｍａｍｄ(Neumayr) ･･………･･●●･●●Ｉ●●･･j･=･=･････り7……ﾚ:稀ﾚ＼……1＼………:………………………＼
Ptｅｒｉｎｅｌｌａ　ｓｈｉｎｏｈａｒaiﾚHayami……ｙ…･･･…･,･，j"｀‘;j.J･･;:･････゜稀ﾉ
　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■　　■■･　・　　　●　･■■■
gastropod A indet
Loc. 7:]砂質泥岩，または砂混じり泥岩(泥混廿昨丿中粒砂岩ｙﾚφ転石,jﾉﾄ泥岩部は暗緑色÷暗灰色。
化石は二枚貝を主とする。◇産状ぱはき＼よせ状でに察=や大型雖もｿﾞ牡(径lSniiii以上ト=は不規則な方向
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を示すが，小型，あるいは破片状の殻は，ほぼ層理面と思われる方向に並ぶ。合弁個体も半数近く
含まれている。　　　　犬　　　／　　　　　　＼‥　　ト　　　ニ　‥
　なお，この含化石岩塊は，“戸川層”分布地域よりも北側の，寺岡(1970)による笠部層の部分
から数個の転石として得られたものである。
Ｍ-ｙｏｐｈｏｌａｓai£，ｓｅｍｉｃｏｓtａｔａ(Agassiz)･‥･･……………･極稀　　　　　　　　　‥‥　‥‥‥
　Ｃｏｓtｏｃｊｊｒｅｎａ　ｏtｓｕkaiotｓｕｆｅａｉ(Yabe and Nagao) ･･………多産　　　　　　　　　　　　　　十
　Iｓｏｄｏｍｅｒａｓhiｒｏｉｅｎｓiｓ(Yabe and Ｎ電ａｏ）･‥‥…･･………普通　　　　　　　　　　　　　っ
Ｅｏｎａｕicｕla　ｓｆｉｉｎａｎｏｅｎｓiｓ(Yabeand Nagao)･‥･‥‥‥‥･…/」ヽ量　ダ　　　　　　　ト
Pleur⌒ｏｍｙａ（?）
gastropod Ｂ
極稀
Loc. 8 : 細粒砂岩，または砂質泥岩の転石，保存良好な小型の貝化石が離弁状に多量含まれｔいる
が，Ｌｏｃト７ほどの濃集層ではない。地点は, Loc. 7のすぐ近くで，約250 m西側。寺岡(1970)∧
による笠部層の分布内にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　上
　ＣｏｓtｏｃＡｉｒｅｎａｏtｓｕｋａｉｏtｓｕfeai(Yabe and Nagao)･････…･多量　　　　　　　　し　　　レ
Iｓｏｄｏｍｅｒａ　ｓhi'.ｒoi.ｆｉｎ.ｓiｓ(Yabeand Nagao)
Hａ＼ｉａｍｉｎａ　ｍｉｎｏｒTashiroand Kozai …普通
Loc. 9： 暗灰色泥質シルト岩。散点的に貝化石を含む。化石は離弁状に出る。また，細かい炭質物
も多量に含まれる。
　Nａｎｏｎａｕiｓ　５≫ｏｆｅｏ＼iaｒｒiai（Ｙａｂｅand Ｎａｇａｏ）‥‥‥………･‥‥‥普通
　Ｐｅｒiploｒａａ（?）ｍｏｎｏｂｅｎｓiｓTash ro and Kozai ………‥･極稀　　　　　　　　　犬　十
　Ｐｈｏｌａｄｏｍ:yasp.　…………………･………………………………稀
　Ｓｈａｓticｒｉｏｃｅｒａｓ　ｓp.………………………｡………･……………･…･稀　　　　　　　　　　＝
Loc. 10 : 灰色泥岩。貝化石を含むが，保存が悪く同定出来ない。直上位からクラドフレビス（植
物）ｲﾋ石が多量に出ている。　　　　　　＼
Loc. 1―Loc. 3は，神戸・斎藤(1956),寺岡(1970)による“戸川層”の化石産地を示すが，
今回はこれらの地点からの化石は採集出来なかった。　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　3:化石の考察
　戸川層は，宮崎県五ヶ瀬町の南方の戸川部落付近を模式としていて，戸川近くから（Ｌｏｃレ1－
Ｌｏｃレ3）いわゆる領石型汽水生二枚貝化石が知られることから，領石相当層と考えられていた（寺
岡1970)。　　　　　　　　　　ﾄ　　　　　　一一　　　　ﾄ　･･　　　　＼
　しかし，最近の知識では，いわゆる領石型とされるフォーナは，西南日本外帯では，秩父帯北帯？・
中帯（黒瀬川帯）の物部川層群（Yabe 1927)最下部層の領石層上部層（オーテすビアン後期），
領石層め上部の物部層中に薄く挟まれる汽水生貝化石相（バレミアン），さらﾚに物部層の上位に重
なる柚ル木層（バレミアン後期），その上位の日比原層最下部層（アプチアン）や，秩父帯南帯
（三宝山帯）に細切れに分布する南海層群（田代1985a)の下部に出現する汽水生貝化石相（ペリ
アジアｙ－オ¬テリビアン？），さらには，四万十帯の仏像構造線沿いに分布する堂ヶ奈路層や湯
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刀||層などの汽水生貝化石相△(オーyデリゲビアンーサレミノダカノ:な:どにみjられ＼るレまた東北地方の大
船渡層群比も，領石層・柚ノ木層型の汽水生貝化石組加奈か＼(田代ﾚ(香西二!=990)レ∧十　……
　‥これﾉらの貝化石相は,ニそれぞれそのプレオーヂの構成種が微妙に異なヤこい=るこjと懲区別されてい
る。従う乙　これまでの戸川層産化石のリスヘトか=yらﾚは√戸川層昨………“j領=石型プふ‥六十:Iナ"：カi↓　どのｲﾋ
石相に対比出来るかよく判ら心かった。　　　　　十…………/2白ﾀｸ…………………＼/……………1…………j……………万………………
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図２上戸川層＼･大石層Tの層序的位置図ト(ﾑ田原層の位置は未公表の資料による)
lj●
????????????????????????
????????????
?????
???????????
??????????
????
　化石を採集した各地点(Loc. 4-10)のなかで,∧Loc.ﾌﾟ恥は√………ｲﾋ=石か]ら三畳紀力∧一二ｙンである
事が判ぐたので√この地点を含む部分は，戸川層か……
I
らjlま区別すべき]ヤ=あるよく＼ﾚ=j……/‥‥‥‥‥
　Loc. 4･Ｌｏｃ∠6 ・ Loc.午･Lｑし。８の４地点の化石は=いずれも√=2万゜･万万:3jの種4=1例えjは,ﾉＥｏｎｃし玩ｃ証ａ
＾ｉｎａｎｏｅｎｓiｓ,Ｐtｅｒiれleｌｌａｓf旅ohｘｉｒai，Ｐｌｅｕｒｏｍｙａ…………(ﾚ?)〉示∧を除サば:,ト＼四国頃物部川層群最下部層
の領石層上部層(オサテリビア＼ン)の代表種であｹﾞ名ﾚﾚﾚ,=j……………1:ﾄﾚ＼∧ﾉ……j……∇ﾉ:ﾌﾟ……………………;｡=･jJ.･＝　…………
　さらば=細かく考察すればにＬｏｃ∧7からのし瓦｡:Ｓ旨廠玩ｏｅｒｉｓiｓｿﾞ＼:と……:Loc. 6しか＼らﾀﾞめ……ｐ. ｓｈｉｎｏ･ｈｏ,ｒｎ.i
は領石層直上の物部層から多産する種で=はあ/るがに且ﾉﾉ……4んぴ
相当す石白井層でぱレ領石層の動物群仁混七ﾉつﾉす産出＼して小くる(Yabeﾄし6:t………al. 1･92･6)。 Ｐ.
sｈｉｎｃｈａｒaiもj同様七徳島県め物部川層群領石層
sｅＴｎｉｃｏｓtａtａ∧と共に知られるﾉ(徳島の篠原勇∧･
I.ｎ.ｓトaff
　Loc. 9か＼らの化石は,十高知では物部層,ト山中で=は石堂層j……=:一徳･･島首Ｕ
テ層く(何れも領石層及びそφ相当層直上の地層)……φ=特徴種鸚∧ﾉ各層の下半部かﾉら産出/していて，ア
ンモナイ下や放散虫による時代説定はバレ=ミダンノ初く期首考え弓＼れていくるﾉ。くなお…………Ｎａｎｏｎａｕiｓ
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yｏｋｏｙａｍａｉはアプチアンからも知られている（田代1990)が，バレミアンの種とアプチアンの
　種では亜種的かそれ以下の程度で形態に違いがあり, Loc. 9の標本はバレミアン型である。さら
　にLoc. 9 の岩相は物部層の泥質岩相に非常に似ているので，物部層に対比される事は確実であ
　ろうレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　二考察の結果は, Loc. 5を除く6地点の動物群は，汽水生＝極浅海生か両者が混在する動物群を示
　している。その動物群は四国や関東地方の物部川層群およびその相当層群の領石層上部層・相当層一
　その直上の物部層・ぞの相当層と共通し，その地質時代はオーデリビアンーバレミアｙ初期（例え
　ば田代1985b)と考えられるよ
　なお, Loc. 7とLoc. 8の地点は，寺岡(1970)による地質図では戸川層の上位に重なる笠部層
　の一部と解釈されていたが，笠部層の模式地の笠部付近から記載されたアプチアン（後期？）ニの動
　物群(Tashiro et a1. 1993 ；田代ほか1991)とは,/時代設定が異なっている。なお，領石層下部
　層に特有の赤紫色堆積物が, Loc. 5 を除く全化石産地を挟むように，北側と南側に，それぞれ走
　向に沿って分布し，その中央部に向かうほど若い化石群の産出地点（Ｌｏｃ.4－Ｌｏｃs.7 and 8-Lo
y c. 9）を示す事が，確認=されるので，戸川層分布内での１向斜構造が考えられ，戸川層とは断層関
　係で北側にあるとされていたアプチアンの笠部層は，戸川層に重なり√向斜軸の最上にある地層で
　あると考えられる。　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白
　以上の事柄を整理すれば，戸川層の領石層上部層に対比できる部分はLoc. 4, Loc. 6, Loc. 7,
Loc. 8であり, Loc. 6, Loc. 7とLoc. 8は，上位の物部層に近い部分である事が予測され, Loc.
9は，物部層相当層と見なせる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　ニ
　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　４　まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
＼１）間違いなく下部白亜系と考えられる部分の戸川層は，赤紫色堆積物を主とした下部層，汽水
生貝化石や植物化石に富む中部層(Locs. 1, 2, 3, 4，6, 7, 8 and 10 を含む）と，浅海生貝化石
を含む（Ｌｏｃ.9）上部層に区分することが出来る。
　２）従来め戸川層の分布内には，南側に，一部先白亜系を含んでいて，そこニ（Ｌｏｃ.5）からは，
三畳紀貝化石(Monotis (Ｅｎtｏｍｏｎｏtiｓ）ｏｃｈｏtｉｃａ）くが出る。
　３）従来の笠部層とされた笠部層分布地域の南側の部分には，戸川層とみなせるフォーナ
(Locs. 7 and 8）があるので，戸川層と笠部層の境界は，かなり:北西側にずれることが予測さしれ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　４）戸川層中部層からの貝化石産地のうち. Locs. 1, 2, 3, 4 and 10 の貝化石は，四国物部川
層群領石層上部層の化石と共通するが, Locs.　7，8 and 6 では，領石層の上位の物部層の貝化石
とも一部共通する。その地質時代はオーテリビアン後期であると考えられる（但しLocs. 1-3に
っいては斎藤・神戸1956 ;寺岡1970の化石リストからの判断）。なお，これらは大分県のハイダ
テ山層群腰越層に対比出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　4) Loc. 9を含む戸川層上部層は，物部川層群物部層の下部層に対比出来るので，その地質時
代はバレミアン初期と考えられる。，なお大分県のハイダテ山層群のハイダテ層に対比出来る。
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